
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成  21 年  6 月  3 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究(A) 

研究期間：平成 17 年度～20 年度 

課題番号：17200046 

研究課題名（和文） 子どもが主体的に学び、科学を好きになるための教育システム

の開発」に関する実証的な研究  

研究課題名（英文） Positive Research on Development of Educational System for 

Children’s Studying Independently and Liking Science 

  

研究代表者 

五島 政一 

 
 
 
研究成果の概要： 
 子どもが主体的に学び、科学を好きになる教育実践プログラムを多数開発した。そして、そ

の教育システムを開発するために、指導者である教の資質・能力を育成する生涯学習プログラ

ムのモデルを開発した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
17 年度 10,800,000 円 0 円 10,800,000 円 

18 年度 10,600,000 円 0 円 10,600,000 円 

19 年度 7,300,454 円 0 円 7,300,454 円 

20 年度 6,700,215 円 570,000 円 7,370,215 円 

  年度  

総 計 35,400,669 円 570,000 円 35,970,669 円 

 
研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：地球システム, アースシステム教育, 科学好き, 教師教育, カリキュラム開発, 科学教育, 

野外学習 
１．研究開始当初の背景 
新しい学力観や「生きる力」を育成するこ
とによって、自ら学び、自ら考え、主体的に
判断して、行動することによって、問題をよ
りよく解決する力を身に付けていることが
求められている。そのためには、子どもが生
き生きと意欲を持って主体的に理科を学習
する具体的な教育システムの開発が必要と
されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、これまでの研究成果を基に、今

後４年間で、①日本の文脈により適した、つ

まり日本の学習指導要領下で効果的に利用

できるアースシステム教育に改善し、地域の

人材・施設を利用して、子どもが生き生きと

主体的に学び科学を好きになるような教育

システムを構築し、それを全国規模で展開す

る。そして、②その教育システムを生涯学習

システムとして体系化することを目的とす

る。特に、③主体的に学ぶ子どもを育成する

教師教育プログラムを開発し、大学教員養

成、現職教育、博物館教育の連携により、そ

のプログラムを体系化する。 
この研究の特色は、④科学好きな子どもを

増やす革新的なカリキュラムや教材教具を

開発する、⑤子どもが主体的・探究的な学習

を展開するための指導法と評価法を開発す

る、⑥アースシステム教育に基づいて、総合

的な学習を開発する、⑦大学の教員養成と現

職教育を統合し、科学好きな子どもを育成す



る教師教育プログラムを開発する、⑧博物館

での科学教育カリキュラム開発・教師教育な

どのシステムを開発する、⑨ユネスコと連携

して、日本だけでなく諸外国に役立てる情報

化・地方分権化・生涯学習時代の革新的なカ

リキュラム開発と教師教育プロジェクトを

開発することである。 
 
 

３．研究の方法 
 研究代表者、分担者、連携協力者が各組織

を中心にして、子どもが主体的に学び、科学

を好きになる教育を実践し、また教師教育プ

ログラムを開発する。 
 

４．研究成果 

 研究報告書 2 冊、学会発表 44 件、論文な

ど 13 件の研究成果を発表した。 
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